
災害対応報告　
山形県沖地震
　2019年6月18日22:22頃に山形県沖を震源として最大震度6強の地震が発生しました。
被災された方々に心よりお見舞い申し上げますとともに、一日も早い復旧をお祈り申し上げます。
　さて、本災害を受けてフクダライフテックグループでは、対象地区において在宅酸素療法、在宅人工
呼吸療法の療養者を中心に安否確認と装置の状況確認を実施いたしました。

　地震発生直後に、フクダレスキューWebの災害対策プロジェクトが自動で立ち上がり、瞬時に対象地区
の療養者情報を抽出しました。その後、安否確認を開始するとともに、確認した情報をレスキューWeb
へ集約しました。6/19の午前中には対象地区において安否確認作業が完了し、各医療機関へ専用報告書
を用いて報告をおこないました。

〈イメージ図〉

6/19午前中には対象地区において安否確認が完了。各医療機関へ報告をおこなうとともに、
酸素ボンベの配達、装置の状況確認を実施し療養者のサポートをおこないました。

● 集約した情報をもとに、
　フクダレスキューWebから
　医療機関向けの専用報告書を作成

確認した情報は
フクダレスキューWebへ集約

〈イメージ〉〈イメージ〉

● 地震発生後、災害対策プロジェクトが自動で起動 ● 停電や被害状況に関する情報収集もおこない、
　　　　　　　　　　　　　　　対応時に活用。

●  地震発生区域の療養者の情報を取得
●  対象地区の療養者安否確認を開始

22：22 最大震度6強の地震発生

災害時業務支援システム「フクダレスキューWeb」を活用
療養者の安否確認から医療機関への報告を迅速に実施

安否確認をおこなう担当者の
モバイル端末からも安否情報を入力

フクダライフテック災害対策チーム



当社における近年の主な災害活動記録

2016年
熊本地震　［ 4月14日～4月16日］
● 療養者安否確認：約600名
● 地震発生翌日に非常用備蓄ボンベを発送し、約300本で対応

東京停電　［ 10月12日 15:30頃］
● HOT24時間使用・HMV療養者を中心に、約150名の安否確認を実施

鳥取地震　［ 10月21日 14：07頃］
● 療養者約650名の安否確認を実施

2018年
島根地震　［ 4月9日 1：32頃］
島根県西部にて最大震度5強の地震発生
● 療養者約150名の安否確認を実施

大阪北部地震　［ 6月18日 7：58頃］
大阪府北部にて最大震度6弱の地震発生
● 療養者約1,100名の安否確認を実施

西日本豪雨災害　［ 6月28日～7月8日］
西日本各地で集中豪雨による土砂災害、浸水が相次いで発生
● 九州、中国、四国、関西地区にて療養者約5,700名の安否確認を実施

北海道胆振東部地震　［ 9月6日 3:07頃］
北海道地方中東部を震源として震度7の地震発生
● 療養者約250名の安否確認を実施
● 自衛隊輸送機で、災害用備蓄ボンベ300本を現地へ空輸し対応

いざという時の
安全・安心な療養の継続のため
私たちはこれからも活動していきます

フクダライフテック災害対策チーム




